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環境に配慮した製品開発／01 燃費の向上

船外機
スズキは地球温暖化の原因とされるCO2排

出量の削減のため、燃費向上を重視した製品

の開発・改良に取り組んでいます。

２００８年７月に生産を開始した、新型

「DF70」、新機種「DF80」、新型「DF90」は、

各シリンダーへ最適な燃料供給を行うEPI（電

子制御燃料噴射装置）や、スズキ船外機初とな

るリーンバーン（希薄燃焼）制御を採用。さらに

新設計ギヤケースの水中抵抗低減、高効率大

径プロペラ等により低燃費を実現しました。

いままでに培った知識と高い技術レベルが成

しえた軽量・コンパクトボディには、新しいスズキ

4ストロークの進歩と成果が盛り込まれていま

す。中でもDF90は他メーカーの同クラス※1　 機

種に比べて、大幅なスケールダウンを図り、クラ

ス最小・最軽量※2　 を実現しました。
※1　66.2kW（90ps）クラス　　※2　2008年7月現在

100

（％）

旧型DF90 新型DF90

18%UP

数値流体力学によるギヤケースの低抵抗化 プロペラの高効率化

燃費の向上率
（従来機種を100とした場合）
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02 排出ガスのクリーン化

環境に配慮した製品開発／02 排出ガスのクリーン化

四輪車
■国内の排出ガス規制対応
スズキは、すべての新型車を2005年（平成17年）排出ガス規制（新長期規制）に適合させています。2008年度発売車において

「☆☆☆☆低排出ガス車」の認定機種を、2009年3月末時点で、計１１機種１９型式に拡大しました。

今後も、「☆☆☆☆低排出ガス車」の認定を拡大すべく、排出ガスのクリーン化に取り組んでいきます。

二輪車
■製品全体の取り組み
二輪車の排出ガス低減のため、スズキは欧州規制EURO

（ユーロ）3及び国内2006／2007年（平成18／19年）規

制への対応を進めています。2008年度には、欧州規制EURO

（ユーロ）3について全機種を、国内2006／2007年（平成

18／19年）規制も全機種について対応しました。

■製品事例の紹介
2009年3月に販売開始したGSR400では、メタルハニカム

をベースとする触媒の最適化、電子制御燃料噴射装置におけ

るインジェクタの改良、およびO2センサー採用による燃料噴射

量の正確な制御を行い、排出ガス低減を実現しました。これら

により、2007年（平成19年）国内新排出ガス基準に対応し、

高い環境性能と高出力を両立しています。

■将来の技術
燃料の供給量を緻密に制御できるFI（電子制御燃料噴射

装置）の採用を日本国内、欧州、北米のみならずアセアン諸国

においても、広く展開しています。

また、触媒の改良による貴金属使用量の低減、点火時期

制御の改良による触媒活性率向上、リニアＡ／Ｆセンサーによ

る、より精密な燃料噴射制御など、排出ガスのクリーン化のた

めの技術開発を進めています。 

■海外の排出ガス規制対応
欧州のEURO（ユーロ）５規制など各国の最新規制に適合

した車両を発売しました。

■排出ガス低減技術
国内の新長期排ガス規制に対しては、JC08・OBDⅡの早

期対応に努めています。

※省エネ法に基づく燃費基準早期達成車で、かつ低排出ガス車認定実施要
領に基づく低排出ガス認定車

●排出ガス規制適合車
機種、型式数

2005年（平成17年）排出ガス規制適合車 8機種 15型式

☆☆☆低排出ガス車
2005年（平成17年）排出ガス基準５０％低減 14機種 18型式

☆☆☆☆低排出ガス車
2005年（平成17年）排出ガス基準７５％低減 11機種 19型式

●低燃費かつ低排出ガス認定車の出荷実績

“J” ： STVA（セカンダリスロットルバルブアクチュエータ）
“K” ： STPセンサ（セカンダリポジションセンサ）
“L” ： TPセンサ（スロットルポジションセンサ）
“M” ： CKPセンサ（クランクシャフトポジションセンサ）
“N” ： フューエルポンプ
“O” ： フューエルポンプリレー
“P” ： APセンサ（大気圧センサ）
“Q” ： TOセンサ（フューエルカットセンサ）
“R” ： ISCバルブ
“S” ： O2センサ
“T” ： 大型触媒
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環境に配慮した製品開発／02 排出ガスのグリーン化

船外機
「DF70」、「DF80」、「DF90」は、米国カリフォル

ニア州大気資源局（CARB）の2008年排出ガス規

制値および米国環境保護庁（EPA）の2次規制値、

ならびに日本舟艇工業会の2006年マリンエンジン

排出ガス自主規制値をクリアしています。

ＥＰＡ2次規制とスズキモデルの排ガス値
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●スズキ「ワゴンR/ワゴンRスティングレー」が2009年次 RJC カーオブザイヤーを受賞
「ワゴンR/ワゴンRスティングレー」が、日本自動車研究者・ジャーナリスト会議（RJC）の主催する2009年次 RJC カーオブザイヤ

ーを受賞しました。RJC カーオブザイヤーの受賞は、スズキとしては、1993～1994年次の「ワゴンR」、2006年次の「スイフト」に続

いて3度目の受賞となります。スズキ「ワゴンR」は、1993年の発売開始以来15年間にわたり「個性的で存在感あふれるスタイリン

グ」「乗り降りや運転のしやすさ」「室内空間の広さ」といった優れたパッケージングにより、年齢、性別を問わない幅広い層のユーザ

ーから高い評価を受け、「軽ワゴン」という新しいジャンルを築き、今年6月に国内累計販売台数300万台※1　 を達成するなど、軽自動

車の先頭を走り続けています。

2008年9月の全面改良では、「快適 スタイリッシュ 

ワゴンR」を開発コンセプトに、経済性や使い勝手とい

った軽自動車に求められる基本性能や、室内の快適

性や乗降性を向上させながら、より多くの人に愛され

るスタイリッシュなデザインを採用しました。
※1 スズキ調べ

（１）エコカー減税（環境対応車普及促進税制）
2009年4月1日から2012年度（平成24年）まで、一定以上

の「燃費基準」と「排出ガス基準」を満たす低公害車を新車と

して購入する場合、自動車重量税や取得税が減免されます。

（2）エコカー補助金（環境対応車普及促進対策費補助金）
2009年6月から、一定の基準を満たし新車を購入する際

の補助金制度が始まりました。

アルト ワゴンR MRワゴン スイフト スプラッシュ

対象車 減免内容

2010年燃費基準+25%達成車かつ
☆☆☆☆低排出ガス車

2005年（平成17年）排出ガス基準７５％低減

重量税・
取得税
７５％減税

2010年燃費基準+15%以上の達成車かつ
☆☆☆☆低排出ガス車

2005年（平成17年）排出ガス基準７５％低減

重量税・
取得税
５０％減税

対象となる条件 補助金

車齢13年超車を廃車、2010年度燃費
基準達成車を購入

登録車
軽自動車

２５万円
１２．５万円

上記以外で、2010年燃費基準
+15%以上の達成車かつ
☆☆☆☆低排出ガス車を購入

登録車
軽自動車

１０万円
５万円

ワゴンR ワゴンR スティングレー

●エコカー減税、エコカー補助金
一定の環境性能を満足している新車購入者に対して、（1）エコカー減税と（2）エコカー補助金が適用されるようになりました。

エコカー減税、エコカー補助金対象車の例　詳細はHP http://www.suzuki.co.jp/car/ecocar_info/ をご参照ください。



社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

27● 　　　 ●

環境に配慮した製品開発／03次世代燃料自動車の開発

03 次世代燃料自動車の開発

四輪車
■アルコール燃料対応車
バイオエタノールを25％混合した燃料（E25）で走行する

バイオエタノール車を開発し、2008年10月よりグランドビタ

ーラ、11月よりジムニーをブラジルで販売開始しました。

■燃料電池自動車
スズキは、次世代クリーンエネルギー車の有力な候補とし

て、燃料電池自動車の開発※を行っています。

2003～2004年にかけて、燃料電池を搭載した軽自

動車の大臣認定を取得し、2004年モデルには国内初の

70MPa水素タンクを搭載しました。また、2008年6月には新

たに小型車の燃料電池車「SX4-FCV」の大臣認定を取得

し、7月の北海道洞爺湖サミットに出展しました。

2009年3月末現在、経済産業省が推進するJHFC

（Japan Hydrogen & Fuel Cell Demonstration Project：

水素・燃料電池実証プロジェクト）に参加し、公道走行試験

を行っています。今後も、燃料電池自動車の性能及び信頼

性の向上に努めると共に、コストの低減を図り、実用化に向

けて開発を進めていきます。

●燃料電池二輪車
環境問題や燃料価格の高騰により、二輪車は環境負荷が低い経済的な移動手段として見直されてきていますが、さらにスズキは代

替燃料として有望な水素で走行できる空冷式の燃料電池二輪車を開発しています。

2007年の第40回東京モーターショーにおいて、初めてオンロードタイプの燃料電池二輪車「クロスケージ」を発表、そして2009年、

実用性を更に向上したスクータタイプの「バーグマン燃料電池二輪車」を第41回東京モーターショーに発表しました。

「バーグマン燃料電池二輪車」は、小型・軽量でシンプルな空冷式燃料電池システムの採用により、レイアウトの自由度が向上し、水

素タンクを車体フレーム内へ配置することが可能となり安全性が向上ました。同時に二輪車としては初めて70MPa水素タンクを登載

し一充填当り350kmの航続距離を実現しています。

今後、公道での実証試験を通して、燃料電池車の実用化を進めていきます。また、この電動システムの応用として、燃料電池車のみ

でなく、電動二輪車やハイブリッド二輪車の開発も進めています。

Topics
トピックス

バーグマン燃料電池二輪車

グランドビターラ

バーグマン　システム図

燃料電池車の仕組み（SX4-FCV）

※2001年からGM（ゼネラルモーターズ株式会社）と共同で燃料電池自動車の
開発を行ってきましたが、2008年11月、GMは保有するスズキ株を売却しまし
た。しかし業務提携については引き続き継続していくことで合意しています。
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04 3R（リデュース･リユース･リサイクル）の推進

環境に配慮した製品開発／04 3Rの推進

リデュース
”3R※”で最初に推進すべき項目は、リデュース（排出量削減）です。

このため、スズキは小少軽短美の方針の下、徹底した使用材料低減・軽量化に取り組みリデュース（排出量削減）を推進しています。
※3R ： リデュース・リユース・リサイクル

リサイクル
①リサイクル設計（四輪）
リサイクルのことまで配慮したクルマ作り（リサイクル設計）は、自動車のリサイクルを考えて行く上で大切な取り組みです。スズキ

は、樹脂製の外装部品や内装部品にリサイクルし易い材料を使用することで、環境に配慮したクルマ作りに日々取り組んでいます。

①リデュースの取り組み（四輪）
ワゴンR フロントバンパー
フロントバンパーでは、バンパー本体の薄肉化やライセン

スプレート裏面の肉抜きを実施しています。

②リデュースの取り組み（二輪）
GSX-R1000
軽量・コンパクト設計を行い、従来車と比較して７．２％（ス

ズキ比）の軽量化を実現しました。

主なリサイクル可能樹脂材料の使用箇所（例：ワゴンR外装）

バンパー本体の
薄肉化

ライセンスプレート
裏面の肉抜き

バックドア
ハンドル

グリル

フェンダ
ライニング

バンパー

リアコンビネーション
ランプ

リアハイマウント
ストップランプ

ドアハンドル

リアドア
アウターガーニッシュ

ホイールキャップ

カウルトップ
ガーニッシュ

ドアミラー

バンパー ヘッドランプ

フレーム部品、
外装樹脂部品の
形状見直し、
肉厚の最適化

ホイール部品の
薄肉化

燃料タンク
ブラケットの樹脂化



グロ－ブボックス

コンソールボックス

インストルメント
パネル

フロントピラー
インナトリム

クォータトリム

カップホルダ

センターピラー
インナトリム

オーバーヘッドコンソール
ルームランプアシストグリップ

ドアトリム

テイルエンドトリム

インストルメント
クラスタパネル
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環境に配慮した製品開発／04 3Rの推進

主なリサイクル可能樹脂材料の使用箇所（例：ワゴンR内装）

部品名

●リサイクルし易い樹脂材料の使用
プラスチックを大きく分けると「熱硬化性樹脂※１　 」と「熱可塑性樹脂※２　 」の2種類に分けられます。

スズキでは、ほとんどの樹脂部品に“熱可塑性樹脂”を使用して、環境に配慮したクルマ作りに取り組んでいます。

※１ 熱硬化性樹脂
熱と圧力によって硬化した後は、再加熱しても軟
化・溶融しない樹脂です。
例えれば、ビスケットや陶器に似ています。

※２ 熱可塑性樹脂
成形後でも、再加熱により軟化・溶融し、冷却する
と固化する樹脂です。溶融・固化を繰り返し行うこと
で再利用が可能です。
例えれば、チョコレートや飴に似ています。

②リサイクル設計（二輪 例：スカイドライブ）
●リサイクル材の使用
バッテリーリッド、タンクカバーにリサイクル材を採用してい

ます。

●材料着色樹脂の使用
ハンドルカバーリヤ、レッグカバー、フートボード、フレームカ

バーフロント、リヤフェンダー、他に材料着色樹脂を使用する

ことによって、リサイクル時に素材と塗装を分離する必要が

なく、リサイクルを容易にしています。

オーバーヘッドコンソール

ルームランプ
レンズ
ハウジング

センタピラーインナトリム
アッパ
ロア

アシストグリップ

クォータトリム
インナ
アッパ

グローブボックス
ボックス
リッド

コンソールボックス

カップホルダ
リッド
トレイ

インストルメントクラスタパネル
インストルメントパネル
フロントピラーインナトリム
ドアハンドル

ドアトリム

フロント
ボード
アームレスト

リヤ
ボード
アームレスト

バック
表皮
ベース

テイルエンドトリム
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環境に配慮した製品開発／04 3Rの推進

使用済み自動車の
ガラスリサイクルへの取り組み
現在、使用済み自動車のガラスは、ほとんどがASRとして

処理されています。そこでスズキでは、資源を有効利用しASR

発生量を削減するため、使用済み自動車のガラスリサイクル

に取り組んでいます。2008年度も引き続き、自動車メーカー

8社※１　 、ガラスメーカー2社と共同で、取り組みを進めました。

スズキでは、特にガラス回収装置の開発に力を入れ、難問で

あったリヤガラス回収装置を開発し、自動車の全てのガラスを

回収可能としました。今後も引き続き、この取り組みを続けて

いきます。
※１：スズキ，いすゞ 自動車，日産自動車，日産ディーゼル工業，富士重工業，マツ
ダ，三菱自動車工業，三菱ふそうトラック・バス

自動車リサイクル促進工具の開発
スズキでは、リサイクル設計に加えて、リサイクルを促進する

ために必要な工具の開発にも取り組んでいます。その中の一

つに、ハーネスカッターがあります。これは、ハーネスを効率的

に回収するための切断工具で、手の入りにくい狭い場所のハ

ーネスも、片手で簡単に切断・回収することが出来ます。また、

年々改良を重ね、優れた耐久性と軽量化を両立しました。

ドアガラス回収器

サイドガラス回収器

ハーネスカッター

リヤガラス回収装置
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環境に配慮した製品開発／05 環境負荷物質の管理・削減

05 環境負荷物質の管理・削減

環境負荷物質の管理
自動車業界向けの材料データ収集システムであるIMDS（International Material Data System）を2003年より導入し、それを利

用した社内環境負荷物質管理システム（下図参照）を社内に構築しました。このシステムによって、欧州ELV指令の対象となる重金属

４物質（鉛・水銀・六価クロム・カドミウム）だけでなく、REACH規則（Registration Evaluation Authorisation and Restriction of 

Chemicals）における高懸念物質（SVHC※）の管理が可能になりました。

そして、2008年には四輪車、二輪車合わせて14車種について環境負荷物質に関する法規への適合確認を行いました。
※SVHC ： Substance of Very High Concern

鉛フリーはんだ付け技術開発
車載電子コントロールユニット（ECU）に使用される『鉛入り

はんだ（錫6：鉛4）』を『鉛成分が無いはんだ（鉛フリーはんだ）』

に置き換える技術開発を進めています。

2004年から一部車種のEPI（エンジン制御）コントローラ等

に採用したのを手始めに、順次鉛フリーはんだの採用を進めて

います。

環境負荷物質の削減
スズキは、（社）日本自動車工業会の削減目標や欧州ＥＬＶ

指令厳守はもとより、その他の事業地域においても、環境負荷

物質である重金属４物質を、四輪及び二輪の全モデルで削減

する取り組みを積極的に進めています。

2008年度は、インドで生産するアルトにおいても、重金属４

物質の管理削減を実施して欧州ELV指令に適合させ、使用

済み自動車として廃棄される場合でも環境負荷を低減できる

商品としました。

更に、2007年6月から欧州で施行された化学物質に関する

REACH規則など、環境負荷物質に関する各国の規制が強化

されていく中で、スズキはグローバルな事業地域において、環

境負荷物質削減に取り組んでいます。

●環境負荷物質管理システム

●（社）日本自動車工業会の削減目標（新型車）
削減物質 削減目標

鉛 四輪車：2006年１月以降1/10以下（'96年比）
二輪車：2006年１月以降60g以下（210kg車重車）

水銀

2005年1月以降、以下を除き使用禁止
・ナビゲーション等の液晶ディスプレイ
・コンビネーションメーター、ディスチャージヘッドランプ、
室内蛍光灯

六価クロム 2008年１月以降、使用禁止

カドミウム 2007年１月以降、使用禁止
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車室内VOC（Volatile Organic Compounds：
揮発性有機化合物）の低減
車室内をより快適にするため、内装部品の材料、接着剤、塗

装方法などを見直すことにより、VOC発生量の低減に取り組

んでいます。2006年1月に発売した新型MRワゴン以降、

SX4、新型セルボ、パレットと、自動車業界の自主取り組み※の

目標値である厚生労働省のVOCの室内濃度指針値以下を

達成しました。今後国内で生産し発売する機種については、全

て対応する計画です。

※（社）日本自動車工業会では、2007年４月以降発売の新型乗用車及び、
2008年4月以降発売の新型商用車は、「厚生労働省が定めた13物質」に
ついて室内濃度指針値以下とする自主取り組みを進めています。

フロンの削減（エアコンの省冷媒化、代替冷媒）
●エアコンの省冷媒化
地球温暖化の原因となるエアコン冷媒であるフロン

（HFC134a）使用量削減のため、エアコンシステムの最適設

計を行い、「熱交換器の小型化」、「サブクールシステム」の取

り組みを進めています。省冷媒タイプのエアコンシステムは国

内生産車では全機種に採用されており、海外生産車にも順次

採用していきます。

 

●代替冷媒
次世代のエアコンシステムとして、フロン（HFC134a）に代

わる地球温暖化への影響が小さい冷媒を用いたエアコンシス

テムの研究・開発を行っています。

 

VOC室内濃度指針値以下を達成した機種の例

欧州化学物質管理規則（REACH）への対応
2007年6月、欧州で化学物質の危険から人や環境を守る

ことを目的とした化学物質管理規則（REACH）が発効されまし

た。REACHでは、企業に製造・輸入する化学物質の把握、評

価、登録、届出、そしてお客様への情報開示が求められていま

す。REACH対応のためには、サプライチェーンの連携が不可

欠であり、業界内の混乱を避けるため、欧州、米国、韓国、日本

の自動車メーカ、部品メーカが連携してタスクフォースを結成し

対応方針を打出しています。

スズキでは、タスクフォースの動きに合わせるとともに、欧州

現地工場、現地代理店そしてお取引様と連携を取りながら

REACH対応を進め、2008年12月までに必要であった予備

登録を完了しました。今後、登録のために必要となるサプライ

チェーン間の情報伝達や高懸念物質（SVHC）の届出、認

可・制限物質への対応のために、更にお取引様との連携を深

めながら着実な対応を進めていきます。

●欧州でREACHに関するお取引様説明会を開催
（ハンガリー：マジャールスズキ）

欧州化学物質管理規則（REACH）への対応を確実に進め

るために、お取引様に複雑な法規を正しく理解していただくこと

が重要でした。そこで、2008年3月に欧州現地工場のマジャー

ルスズキ（ハンガリー）では、お取引様に対しREACH規制に関

する説明会を開催し、REACHコンプライアンスのための対応

を着実に進めました。

新型ワゴンR

新型ラパン

新型ワゴンR スティングレー

マジャールスズキ社



放射音低減

●ボンネット裏吸音材取付け

吸気騒音低減

●レゾネータ追加
●エアクリーナケース
　剛性アップ

エンジン騒音低減

●制振構造ヘッドカバー
●オイルパン剛性アップ
●シリンダブロック剛性アップ
●各種補機類の騒音低減
●メカノイズの低減
●サイレントチェーン採用

放射音低減

●吸音材付遮音
　カバー取付け

排気騒音低減

●サブチャンバー追加
●遮熱カバー制振

デファレンシャル騒音低減

●ギヤ噛み合い精度向上

タイヤ騒音低減

排気騒音低減

●マフラー
　内部構造改良
●マフラー容量増加
●排気口改良

トランスミッション騒音低減

●ケース剛性アップ
●ギヤ噛み合い精度向上
●サイレントチェーン採用

風切音低減

●サイドミラー
　形状最適化
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06 騒音の低減

環境に配慮した製品開発／06 騒音の低減

四輪車
①車外騒音
環境問題のひとつである道路交通騒音低減のために、自動車が発生させる騒音の低減に取り組んでいます。具体的には、自動車

の音源となるエンジンをはじめトランスミッション、吸排気系、タイヤなどから発生する音の低減と、発生した音を車外へ出さないための遮

音カバーの最適化等を行い生産車に盛込んでいます。

これによりスズキが生産し国内で販売する全ての四輪車で､国内の車外騒音規制への適合を完了させています。

また、2008年12月に新たに施行されました交換マフラーの加速騒音規制に対しても、スズキで販売するオプションマフラーへの規

制適合を完了させています。

②車室内騒音
車室内の騒音に対しても、お客様にとって心地良い室内環境になるように、音源対策や吸音・遮音・制振対策を実施し静粛性向上

に努めています。

●新型ワゴンRの静粛性対策事例
・吸音タイプの成型天井を採用

・ダッシュサイレンサー大型化

・ダッシュサイドパネル内への吸音材装着

・液封エンジンマウントの採用

・フロントドア ウエザ ストリップの２重シール化

・ドアミラー形状の最適化

●主な騒音対策項目
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二輪車
●製品全体の取り組み
環境問題のひとつである道路交通騒音低減のため、二輪車の騒音低減に取り組んでいます。

国内ではすべての機種において、2001年（平成13年）規制へ適合を完了させています。

●製品事例の紹介　
騒音低減の取り組みとして、GSR400における実施例を紹介します。

GSR400では、最も厳しいとされる国内騒音規制を満足するために、消音性の高い構造を多く採用するとともに、重量の増加を最小

限に留めるように設計されています。

❶排気音を低減するマフラーにおいては、消音性の高い3室
反転構造を採用しています。

❷エアクリーナーをリブ補強した樹脂製とし、PP材料に添加材
を付加することにより、消音性能を向上しています。また、クリ

ーナーを包み込むガソリンタンク内側に軽量な吸音材を設

置し、消音性能と重量軽減を両立しています。

❸エンジン騒音低減の
ために、エンジン側面

に樹脂製エンジンカバ

ーを設置し内側に吸

音材を張り付けること

で、防音性能を向上し

ています。

❹また、ミッションギヤ軸の加工精度を向上させ、軸の振れ誤差
を従来の1/2に減らし、ミッションギヤを滑らかに噛み合わせ

ることにより、ギヤノイズを低減するとともに、ミッションギヤを

支えるエンジンケースの肉厚を部分的に変更し、ケース剛性

を高め、エンジン騒音の低減を図っています。

　下図の3種類の色の部分をそれぞれ異なる板厚に設定し、

最適化を図っています。

ガソリンタンク内側の吸音材
（銀色のシートが吸音材）
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❺そして、エンジン下部にロアカバーを設置し、その内側に吸

音材を設けることで、エンジン騒音を低減しています。

❻スプロケットカバーの後ろ面に吸音材を貼り付けフレームと

の隙間を埋めることにより、ドライブチェーンの騒音を防音し

ています。

●将来の技術　
CAE※による消音構造の最適化、軽量で高い消音性能の吸音材や制振材の効果的な配置など、より軽量で効果の高い騒音対

策技術を開発中です。

また、精度の高い実験を行うための設備導入を行い、より効率的な開発を進めていきます。
※CAE ： Computer Aided Engineering

コンピュータ技術を活用して製品の設計、製造や工程設計の事前検討の支援を行うこと。

07 ＬＣＡ（Life Cycle Assessment：ライフ・サイクル・アセスメント）

スズキは材料製造から廃棄されるまでのスズキ製品の生涯における環境負荷を評価するために、LCAを導入しています。08年度は、

ワゴンＲ、スイフトなど複数の車種のＬＣＡ評価を行いました。以下のグラフは、ワゴンRの生涯におけるCO2排出割合を示したもので、走

行段階で発生するCO2が生涯に発生するCO2の約80%を占めています。

●スズキのLCA評価ステージ
●ワゴンＲの生涯における各ステージのCO2排出割合




